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全銀EDIシステムへの期待 
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花王グループカスタマーマーケティング（株） 

斎藤 和志 

ー 全銀EDIシステムを利用した金融EDIの活用に関する説明会 － 
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設立 2015年10月 

資本金 10百万円  

代表者 代表取締役 社長執行役員 竹内 俊昭 

事業内容 事業会社の経営戦略の策定、推進及びコーポレート機能等 

事業会社 花王カスタマーマーケティング㈱、カネボウ化粧品販売㈱、花王フィールドマーケティング㈱ 

従業員数 3,181名（2017年1月１日現在、パートナー社員含む） 

売上高 8,352億円（2015年12月期連結売上 ※参考値） 
事業会社である花王カスタマーマーケティング(株)とカネボウ化粧品販売(株)の売上高 

花王グループカスタマーマーケティング株式会社 
（Kao Group Customer Marketing Co,. Ltd.) 

〒103-0016 東京都中央区日本橋小網町８－３  

本社ビル 

会社概要 
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花王グループ 事業活動 

花王グループの販売部門として 

ビューティケア事業 

ヒューマンヘルスケア事業 

ファブリック＆ホームケア事業 

ケミカル事業 
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（出所）「企業決済高度化研究会」報告書（2012年4月24日）より 

卸 小売 

商流ＥＤＩのイメージ（流通BMS含） ＥＤＩ：Electronic Data Interchange /  電子データ交換  

流通業界と銀行界の連携検討 

流通ＢＭＳ：Business Message Standards / 流通ビジネスメッセージ標準 

（普及） 
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流通業界と銀行界の連携検討 

Ｊ
Ｃ
Ａ
に
代
わ
る
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の
標
準
Ｅ
Ｄ
Ｉ
が
必
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流通サプライﾁｪｰﾝ 
全体最適化促進事業 

2003年～2005年 2006年～2008年 

XML・EDI 
の実証 
（2004年度） 

次世代EDI 
標準化WG 
（2005年度） 

標準ﾒｯｾｰｼﾞ 
策定と 
共同実証 
（2006年度） 

ｽｰﾊﾟｰ業界 
で実用化 
（2007年度） 

対象業種・ 
業態・業務 
の拡大 
（2008年度） 

日本スーパーマーケット協会
と日本チェーンストア協会の 
合同研究 

流通システム標準化事業 

2007年4月 
・流通ＢＭＳと命名 
・バージョン1.0発表 

2009年～ 

流通ＢＭＳ 
協議会設置 
（2009年度） 

百貨店、ホームセンター 
ドラッグ等対象を拡大 

業界団体が主体となっ
て協議会を設立 

普及拡大に向けた活動 

2012年～ 

流通ＢＭＳと 
金融EDI連携 
（2012年度） 

共同実証 
 2014年11月 
   小売３社 
   卸  ４社 
  2015年2月 
     物流業者１社 
   小売／卸２社 

流通業界ＥＤＩの利便性の更なる向上を図るため銀行界との連携を検討 

流通業界 ＥＤＩ標準化活動 
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2014年共同実証（決済情報と商流情報の連携） 

（出所）流通ＢＭＳ協議会ＨＰより（流通EDI標準の活用 金融連携） 

共同実証の目的：決済（入金処理）業務の効率化検証 
●検証ターゲット／決済関連業務 
 ①売掛金消込処理        （小売 → 卸） 
 ②販売条件・リベート入金管理 （卸 → 小売） 
 ③経費消込業務            （小売・卸 → 物流業者） 
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“お金”（決済情報）に色を付ける（情報付加） 

 支払企業の一意特定  ・・・ 社内の口座管理との一致 
                       －ＧＬＮ、会社コード 
 

 取引内容の特定       ・・・ 社内の会計処理の自動化 
        －商品代金（売掛金）、振込手数料 
        －請求書番号、契約番号 
        －その他入金処理   

 
 支払企業の補足情報  ・・・ 担当者名、部署名、電話番号、ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ 
    －内容不明な入金確認等へ対応 

業務の省力化 運用の効率化 利活用の標準化 

※ＥＤＩ情報欄（ＸＭＬ化）拡張（140桁）による利活用への期待 

2014年共同実証（決済情報と商流情報の連携） 
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金融機関サービスを利用した売掛金消込処理の効率化（弊社例） 

「三井住友銀行ＨＰ」より ●三井住友銀行「パーフェクト」 

サービス利用で実現している内容 
  ①売掛金入金の特定（商品代金入金用口座） 
  ②取引先の一意特定（サービスを利用により特定） 

マスター 

仮想口座番号 
の設定・通知 

照合 自動 
消込 

社内マスターと 
一意で自動リンク 
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振込内訳通知（自動ＦＡＸ・郵送）することで個別問合せ等へ対応 

総合振込後、内訳明細を提示（弊社例） 
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金融EDIが拡大した場合、 
年間1,680時間 削減可能 

※ 140時間／月 

実証結果（要約） 

2014年共同実証内容Ⅰ（小売→卸） 

EDI情報欄活用 
「法人コード」を含む内訳を付加 

（出所）流通ＢＭＳ協議会ＨＰより（流通EDI標準の活用 金融連携） 
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 年間9,250h（61％）の 
 作業工数の削減が可能 

実証結果（要約） 

2014年共同実証内容Ⅱ（卸→小売） 

EDI情報欄活用 
「契約№」を含む内訳を付加 

（出所）流通ＢＭＳ協議会ＨＰより（流通EDI標準の活用 金融連携） 
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約4000件/月（1社分）
90%以上の自動化処理が
可能 

実証結果（要約） 

2014年共同実証内容Ⅲ（小売・卸→物流業者） 

EDI情報欄活用 
「請求書番号」を含む内訳 
を付加 

（出所）流通ＢＭＳ協議会ＨＰより（流通EDI標準の活用 金融連携） 
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商流ＥＤＩ（流通ＢＭＳ含） 

金融ＥＤＩ 

連携 連携 

利活用 利活用 

小売 卸 

小売 卸 小売 卸 他 他 

金融ＥＤＩへの期待 

商流情報と金流情報の連携 
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